
（参考） 

産学連携スタートアップ助成制度 事 前 相 談 書 

      

                                 申込日  ９月 １７日 

 

 会 社 名   ㈱ 草津産業製作所                             

                                                  

 代表者名   草津 大成                 担当者 役職  主任     氏名  草津 優成            

 

 事 業 所    〒５２５－８５８８ 

 の所在地   草津市草津三丁目１３番３０号                               

  

 電話番号 ５６１－２３５６   FAX番号  ５６１－２４８６    E-mail  sangyo@city.kusatsu.lg.jp  

  

 設 立  平成１５年９月   資本金  １,０００万円   従業員数   １０    人 

 

 事業内容 機械製品の組立て                                                  
 
 
  

申請プロジェクト名   △△商品化プロジェクト                          

 

対象大学・学部・学科   ○○大学○○部                                 

 

研 究 者 名       宿場 旅丸                                
  
 
 
 
 

◆ 申請プロジェクトの形態 ＜あてはまるものを○で囲む＞ 

委託研究（ 試験・調査・分析 ）／ 共同研究 ／ 技術指導 ／ その他（       

                                        ）  

◆ 委託契約等の予定期間 

○○年８月２２日 ～  ○○年１１月２１日 

 

◆ 経費概算 

５０万円 

 

記入例 



 

申請プロジェクトの概要 

 

  

現在、機械製品の組立てをおこない、それを○○会社に納品することが主な業務とな

っていますが、この取引先の参入が激化しています。 

 

そのため、今後の弊社のあり方について社内で協議したところ、ブランド戦略をおこ

なうべく独自商品の開発「○○の商品化」との結論に至りました。 

 

「○○の商品化」については、従来のものより○○が優れており、また、市場のニー

ズもあるものと考えていますが、この商品化をおこなうには、○○の知識が必要である

ことから、産学連携コーディネーターに、○○大学○○部の宿場旅丸教授をご紹介いた

だいた次第です。 

 

今後、弊社の技術者と宿場旅丸教授がプロジェクトチームをつくり、「○○の商品化」

を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回の募集は何によってお知りになりましたか？  ＜あてはまるものを○で囲む＞ 
  

 (1)ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ･申込書のﾀﾞｲﾚｸﾄﾒｰﾙ   (2)商工会議所や関連団体の広報紙など（             ） 

 (3)その他（産学連携コーディネーターより                          ） 

産学連携をするまでの経緯、商品内容、効果、

プロジェクト内容をご記入ください。 

また、お困りの件等自由にご記入ください。 

△△商品化プロジェクト 
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記入例 




